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卒後臨床研修医の意識調査と OSCE成績の変化
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平成１５年度の朝日大学卒後臨床研修では，最初の６ケ月間（４月～９月）を前期臨床研修として重点的に
ミニマムリクワイメントを含む必修カリキュラムの習得を義務化している．後期臨床研修（１０月～３月）で
は，従たる施設で研修を行った研修医と単独型で引き続き本学附属病院で研修を行った研修医がおり，前期
および後期臨床研修終了後の２回，OSCEを行い，研修方法の違いによる OSCE成績への影響，さらには精
神運動領域，情意領域および認知領域の各領域における到達度の違いを検討した．あわせて，前，後期 OSCE

終了後に研修に関するアンケートを行い，前，後期の研修医の意識調査を行った．
得られた結論は以下の通りである．
１．研修医は前，後期を通じて研修に努力していたと回答し１年間ほぼ変わらなかった．また約８割の研修
医が本学附属病院における臨床研修は有意義であったと答え，約７割が必修プログラムの有用性を感じて
いた．
２．前期および後期 OSCEの比較では，前期 OSCEでは成績分布としては高得点を得たものが多く，上位
から下位までの広がりが大きいことを示していたのに対し後期では，成績分布の峰が中央にある．尖度も
認知領域を除きマイナス値を示し，成績のばらつきが大きいことを示していた．
３．前期 OSCEにおいて，従たる施設での研修を希望した研修医の成績は，附属病院での研修を引き続き
希望した研修医より有意に高いスコアをマークした．しかし，後期 OSCEでは，得点が逆転していた．
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A questionnaire survey was carried out to assess the understanding of junior residents about the clinical training pro-

gram at Asahi University Hospital. Twenty-seven junior residents answered３２ questions regarding their contentment

with the required curriculum, behavior and the system of clinical training. Changes in OSCE results obtained previ-

ously and last term were evaluated. Moreover, the influence of the place of clinical training on the results of OSCE

were evaluated.

The following results were obtained:

１． The junior residents answered that they made an effort in clinical training for one year. Moreover,８０％ of jun-
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緒 言

歯科医師卒後臨床研修は，臨床研修医が患者中心の
全人的医療を理解し，全ての歯科医師に求められる基
本的診療能力を身につけ，国民から望まれる歯科医師
としてスタートするための生涯研修の第一歩と位置づ
けられている１～４）．客観的臨床能力試験（Objective Struc-

tured Clinical Examination: OSCE）は技術（精神運動領
域），態度（情意領域）および解釈，問題解決，判断
（認知領域）を評価できることから，臨床能力試験評
価法として広く世界で利用されており，朝日大学附属
病院でも歯科医師臨床研修における研修医の評価を研
修期間中（前期 OSCE）と終了時（後期 OSCE）に行っ
ている．
平成１５年度の朝日大学卒後臨床研修では，最初の６

ケ月間（４月～９月）を前期臨床研修として重点的に
ミニマムリクワイメントを含む必修カリキュラムの習
得を義務化している．必修カリキュラム研修終了後，
その到達度を評価する目的で２７名の臨床研修医に対し
前期 OSCEを実施した．
後期臨床研修（１０月～３月）では，従たる施設で研

修を行った研修医と単独型で引き続き本学附属病院で
研修を行った研修医がおり，後期臨床研修終了後，後
期 OSCEを行った．
また，前期，後期 OSCE終了後に研修に関するア

ンケート調査を実施した．
本研究では，１年間の研修を通じて，研修医の臨床

研修に対する意識がどのように変化するかを明らかに
し，また，前期，後期 OSCEの成績を分析すること
により，研修施設あるいは研修方法の違いが OSCE

成績に与える影響について検討した．さらには OSCE

成績における精神運動領域，情意領域および認知領域
の各領域における到達度の違いについても検討したの
で報告する．

対象および方法

１．対象および概要
対象は平成１５年度に，朝日大学附属病院で歯科医師

臨床研修を行った２７名とした．
平成１５年度の朝日大学附属病院における歯科医師臨

床研修では単独研修，複合研修の両方式を採用し，４
月から９月を前期，１０月から３月までを後期としてい
る．前期の研修では特に３０項目のミニマムリクワイア
メントの一部である必修カリキュラム５）の習得を課し，
前期研修期間終了日である７月２４日に前期 OSCEを
実施した．
前期 OSCEを実施後，研修医の OSCEにおける各

課題の到達目標に達しなかった課題に関して，８月と
９月の２ケ月間で再研修を行った．そして，必修カリ
キュラムの修了と前期 OSCEの到達目標を達成した
２７名の研修医全員が後期の患者配当研修を行った．
後期の研修では１０月より３ケ月間，本人の選択によ

り，１５人の研修医が従たる施設で，１２人が附属病院で
の患者配当研修を行った．また，３月には患者配当研
修の中の１症例について，口頭形式の症例発表を行い，
報告集を作成した６）．
後期 OSCEは平成１６年３月１８日に実地した． また，

前，後期 OSCE実施と同時にアンケート調査も行っ
た．

２．前期および後期 OSCEの概要と実施方法
平成１５年度歯科医師臨床研修の前期カリキュラムを

修了した研修医を対象に前期 OSCEを，後期研修期
間では１５名が従たる施設で，１２名が附属病院で患者配
当研修を行った後，後期 OSCEを実施した．
前，後期の OSCE終了後に，臨床研修に関するア

ンケートを行った（表１，２）．アンケート内容は研修
および OSCEに関する項目で，５段階評価で回答さ
せた．OSCE終了後すべての研修医から回答を得た．
アンケート内容は研修に対して研修医の態度自己評

ior residents answered that clinical training in Asahi University Hospital was beneficial, and about７０％ felt the

utility of the requiring curriculum.

２． In the comparison of the preceding term’s OSCE results with last term, many junior residents achieved a high

score in the preceding term’s OSCE, and a large the difference in the results was shown compared with last term’s

OSCE.

３． In the preceding term’s OSCE, the junior residents who had clinical training at subordinate dental clinics

achieved a high scores compared to junior residents who continuously had clinical training at Asahi University Hos-

pital; however, the score was reversed in last term’s OSCE.

Key words: Junior resident, OSCE, Questionnaire
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表１ アンケート項目と結果（１）

表２ アンケート項目と結果（２）
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価（態度項目）（Q１，４―７，１０，１２―１５，１７，２０，２５），
研修内容の満足度や達成度の自己評価（満足項目）（Q

２，３，８，９，１１，１６，２４，２７，２８，３１），OSCEお
よびその他の事項（Q１８，１９，２１―２３，２６，２９，３０）と
した．
前，後期 OSCEについては，課題はともに５課題

とし，１系列配置で実施した．評価シートの各項目ご
と別に評価マニュアルを作成し，評価基準を設定し記
載した．評価者は事前に課題ごとの評価の打ち合わせ
を行い採点基準の統一をはかり評価スコアを求めた．
前，後期の OSCEの課題とそれぞれの GIOは表３，

４に示す．

３．評価法
評価は，「卒後研修医全体の前期および後期 OSCE

の成績の比較について」と，「後期臨床研修を，従た
る施設で行った研修医と，本学附属病院で引き続き研
修を行った研修医で，研修方法の違いによる OSCE

の成績に差がみられるか」の２点について検討した．
各課題における評価項目は田口らの分類基準に基づ

き，前期（精神運動：１６項目，情意：２１項目，認知：
１８項目，合計５５項目），後期（精神運動：３１項目，情
意：１８項目，認知：２６項目，合計７５項目）に分類し，
３領域ごとに２名の評価者の評価スコアを合算の後，
合計点とノーマライズドスコアを算出した．評価スコ
アでは OSCEによる研修医の取得得点の分布を観察
するための尖度および歪度を算出した．また，ノーマ
ライズドスコアは各領域の評価スコアからその平均点
を減じたものを標準偏差で除したもので，平均点およ
び標準偏差の異なる標本の集団の中での相対的位置を
観察するものであり，平均値は０点，標準偏差は１で
ある．統計処理ソフトには EXCEL多変量解析ソフト
（エスミ社製）を使用した７）．

結果および考察

１．アンケート結果
研修医から得たアンケート結果を表１，２に示す．
「Q１：研修に努力ましたか」に対し前期で努力し

た；３５．７％，ややした；３２．１％と過半数の研修医が努
力したと自己評価していた．また，後期でも努力した；
４０．７％，ややした；２５．９％で，多くの研修医が努力し
たと評価していた．このように研修医は前，後期を通
じて研修に努力していたと回答し１年間ほぼ変わらな
かったことが示された．また，「Q２：研修は有意義
であったか」では，前期で有意義であった：４６．４％，
やや有意義であった：１４．３％で，約半数の研修医が満
足していたのに対し，後期では，有意義であった：

４０．７％，やや有意義であった：４０．７％と，約８割の研
修医が有意義であったと答えた．前期より後期の方が
卒後研修の価値を認めた研修医が増加していた．おそ
らく後期の患者配当研修を行った事が研修医自身に経
験と自信を与え，このような回答の変化になって現れ
たものと思われる．
「Q３：研修の成果を感じるか」では研修前では成

果を感じる；１７．９％，やや感じる；４２．９％であったの
に対し，研修後では成果を感じる；３３．３％，やや感じ
る；３３．３％であり，成果を感じると答えた者が増加し
ていた．
必修カリキュラムに関しては，「Q５：必修カリキュ

ラムの予習」，「Q６：必修カリキュラムの復習」では
した，ややした，を合わせると７０％以上の研修医が研
修をしたと答えた．しかし，１５％前後の研修医はどち
らもあまりしなかったと回答している．「Q７：ファ
ントームやシミュレーション室を利用しましたか」に
対し前期では４６．４％がしたと答えたのに対し，後期で
はふつうと答えた研修医が４０．７％に達し最も多かっ
た．後期では利用者が減少していたが，これは従たる
施設に行って研修を行っていたため，上記の設備を利
用できなかったことが結果に反映されたのであろう．
「Q８：必修カリキュラムに満足していますか」では

表３ 前期 OSCEの課題と GIO

表４ 後期 OSCEの課題と GIO
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普通と答えた研修医が前期，後期ともに約半数で，や
や満足したと答えた研修医も前期２８．６％，後期３３．３％
で，大きな変化がなかった．「Q９：必修カリキュラ
ムは習得しましたか」に対し５３．６％が，ふつうと回答
し，習得したと回答した研修医はいなかった．「Q１０：
必修カリキュラムの習得の為に自ら研修しましたか」
ではややした，した，を合わせると合計８２．２％の研修
医が自己研修をしたと答えた．
「Q１１：指導医の指導は満足していますか」に対し，
前期では満足した；３５．７％，やや満足した；４２．９％
だったのに対し後期では満足した；４８．１％，やや満足
した；２５．９％と指導医の評価は向上していた．つまり
研修前より研修後の回答の方が満足度が増加してい
た．実際の患者配当研修や，症例発表会や報告集６）の
準備における指導医の指導が適切であった結果と思わ
れる．「Q１２：あなたの研修医としての態度」では，
ふつう；６４．３％，やや良い；２５％と自己評価している．
「Q１３：患者配当実習に努力をはらいましたか」「Q１４：
患者の診療にあたり予習はしましたか」「Q１５：患者
の診療にあたりシミュレーションで練習しましたか」
では，すべての項目で合計８０％以上の研修医がややし
た，したと回答した．「Q１６：診療後不備な点につい
て理解しましたか」「Q１７：診療後できなかったこと
を練習しましたか」に対して，約６５％の研修医が理解
し，そして練習していた．「Q１８：研修医としてのあ
なたのレベルはどれくらいですか」では，前期はレベ
ル１，レベル２，レベル３ともに３２．１％であったが後
期ではレベル１が１８．５％に減少，レベル３は３７．０％に
増加していた．「Q１９：：歯科医としてのあなたのレ
ベルはどれくらいですか」では前期ではレベル１；
６４．３％，レベル２；：２５％だったのに対し後期ではレ
ベル１；：５１．９％，レベル２；３７％と約１０％の研修医
がレベルが一つ上がったと感じていた．やはり実際の
患者配当研修は研修医の臨床研修に対する満足度を引
き上げる要因になると考えられる．
「Q２４：症例発表会は有意義ですか」に対しては，

有意義である；２２．２％，やや有意義である；４０．７％と
過半数の研修医が意義を認めている．「Q２５：症例発
表の準備をしましたか」では，６６．７％がしたと回答を
している．
「Q２６：本学の研修を学生に推薦しますか」では，

ふつう（選択肢でする，しないの中間でどちらでもな
いの意味）；３５．７％を中心にほぼ正規分布を示し，意
見が分かれた．「Q２７：他校で研修している研修医と
比べ本校の研修はどうですか」に対し，研修前後とも
に約６０％の研修医が普通と回答した．やや良い，良い
も研修前後ともに約３０％で変化がなかったが，やや悪

い，悪いよりは上回っていた．「Q２８：開業医に就職
している同級生と比べ本校の研修はどうですか」でも
Q２７とほぼ同様の回答パターンを示した．「Q２９：２年
目（アドバンスコース）は必要ですか」では研修前後
でふつうが約４０％と変わらず，やや不要は２５．０％から
１８．５％に減少，やや必要が１０．７％から２５．９％に増加し，
わずかながらアドバンスコースの必要性を感じた研修
医が増加していた．「Q３０：従たる施設での研修を希
望しましたか」では，７８．６％の研修医が希望していた
が実際には５６．０％にあたる１５名のみが従たる施設で研
修を行った．「Q３１：必修プログラムは患者さんの診
療に役立ちましたか」ではした；３７．０％，ややした；
２９．６％で，必修プログラムの有用性を感じていた研修
医が多かった．

２．前期および後期 OSCEの成績比較
各情意領域，認知領域，運動領域の評価スコアとノー

マライズドスコアの合計点を表５に示す．前期 OSCE

では歪度が全ての項目でマイナスの値を示しており，
取得得点のピークが右に偏っている．尖度においても
情意領域をのぞき大きくマイナス値を示している．す
なわち成績分布としては高得点を得たものが多く，上
位から下位までの広がりが大きいことを示している．
特に認知領域では歪度で－０．５７，尖度－０．７０と大きな
値を示し，上位のものと下位のものの差が著しいこと
を示している．一方，後期 OSCEの評価スコアでは
歪度では認知領域を除き０に近づき成績分布の峰が中
央にある．尖度も認知領域を除きマイナスの値であり，
成績のばらつきが大きいことを示している．

３．研修方法の違いによる OSCEの成績比較
検定結果の表は典型的なもののみ示す．前期 OSCE

において，従たる施設での研修を希望した研修医の成
績は，附属病院での研修を引き続き希望した研修医よ
り有意に高いスコアをマークした（表６）．しかし，
後期 OSCEでは，得点が逆転していた（表７）．また，
情意，認知および運動領域それぞれの課題について詳
細に分析した結果においても，同様の傾向を示した．
従たる施設において後期臨床研修を行った１５名につ

いての前，後期 OSCEの成績比較では，前期 OSCE

の成績が後期 OSCEの成績を上回っていたのに対し
（表８），引き続き附属病院で研修を行った１２名では
前期 OSCEの成績は低かったものの後期 OSCEでは
高くなっていた（表９）．また，情意，認知および運
動領域それぞれの課題について詳細に分析した結果に
おいても，同様の傾向を示した．
後期研修において，従たる施設あるいは附属病院の
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表５ 前後期 OSCEにおける評価スコアおよびノーマライズドスコア
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いずれで研修を行うかは研修医自身が選択できる．上
記の結果から，従たる施設で研修を希望した研修医は
もともと成績が比較的上位であり，患者を多く見るこ
とのできる従たる施設での研修を望んだものと思われ
る．その結果，後期研修を従たる施設で行った研修医
はより多くの患者研修を行うことが出来た反面，引き
続き附属病院で研修を行った研修医に比べ，臨床研修

の中でも挨拶，診療姿勢，簡単な実技といった基礎的
な研修を反復練習する機会が減少し，表４で示すよう
な比較的基礎的といえる課題に対しては逆に不利に
なったのではないかと推測された．

結 論

平成１５年度の朝日大学卒後臨床研修における研修医
の意識調査，前，後期 OSCEの成績分析および研修
方法の違いによる成績の変化について検討し，以下の
結論を得た．
１．研修医は前，後期を通じて研修に努力していたと
回答し１年間ほぼ変わらなかった．また，約８割の
研修医が本学附属病院における臨床研修は有意義で
あったと答え，約７割が必修プログラムの有用性を
感じていた．

２．前期および後期 OSCEの比較では，前期 OSCE

では成績分布としては高得点を得たものが多く，上
位から下位までの広がりが大きいことを示していた
のに対し，後期では成績分布の峰が中央にあった．
尖度も認知領域を除きマイナス値を示し，成績のば
らつきが大きいことを示していた．

３．前期 OSCEにおいて，従たる施設での研修を希
望した研修医の成績は，附属病院での研修を引き続
き希望した研修医より有意に高いスコアをマークし
た．しかし，後期 OSCEでは得点が逆転していた．
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